
安⼼・安全な介護現場を作る
∼リスクマネジメントの基本と実践∼



1. リスクマネジメントとは何か？



リスクが⽣じる背景

介護現場でリスクが発⽣する背景には、複数
の要因が絡んでいます。業務が多忙で観察
が⾏き届かない、利⽤者の情報が正確に共有
されていない、スタッフが⼗分な知識を持って
いないなどの状況がリスクを引き起こす原因
となります。また、施設の設備や備品の⽼朽
化、適切なメンテナンス不⾜も⾒逃せませ
ん。これらの背景を理解し、リスクを予測・防
⽌する取り組みを⾏うことがリスクマネジメン
トの出発点です。

介護現場における

リスクの特徴

介護現場のリスクは、利⽤者の⾝体状況や⾏
動特性によって多様化します。例えば、認知症
の利⽤者が徘徊することで起こる転倒事故
や、誤薬、感染症などが挙げられます。また、
職場環境やスタッフの疲労によるミスもリスク
要因となります。これらのリスクは、利⽤者⼀
⼈ひとりの特性を理解し、環境を整えることで
軽減できます。さらに、スタッフ同⼠の情報共
有や連携不⾜もリスクを⾼めるため、コミュニ
ケーションの強化が重要です。

リスクマネジメントの定義

リスクマネジメントとは、施設内で想定される
リスクを特定し、未然に防ぐための計画を⽴
て、実⾏し、評価・改善する⼀連のプロセスを
指します。介護現場では、利⽤者の安全を守
るだけでなく、スタッフや施設全体を保護する
重要な取り組みです。例えば、転倒事故や感
染症の発⽣を防ぐために、⽇々の観察や環境
整備を徹底します。また、リスクを完全にゼロ
にすることは難しいため、「リスクを最⼩限に
抑える」視点で取り組むことがポイントです。

リスクマネジメントの
基本



施設全体への影響

介護施設におけるリスクは、施設全体の運営
にも影響を与えます。例えば、⼤きなトラブル
が発⽣すると、⾏政への報告義務や法的対応
が求められる場合があります。また、利⽤者や
その家族からの信頼が損なわれると、新規利
⽤者の獲得や地域での評判に悪影響を及ぼ
します。このような事態を避けるためにも、リス
クマネジメントは施設全体で取り組むべき課
題です。

スタッフへの影響

リスクが発⽣すると、スタッフにとっても⼤きな
負担となります。例えば、トラブル対応や報告
業務が増えることで業務量がさらに増加し、
⼼理的なストレスを感じやすくなります。また、
⾃分が関与したリスクに対して罪悪感や責任
を感じ、モチベーションが低下するケースもあ
ります。このような影響を防ぐためにも、⽇々の
リスク管理を徹底し、安⼼して働ける職場環
境を整えることが重要です。

利⽤者への影響

リスクが実際に発⽣した場合、最も影響を受
けるのは利⽤者です。例えば、転倒による⾻
折や感染症の拡⼤など、健康状態に直接的な
悪影響を及ぼします。また、トラブルが繰り返
されると、利⽤者やその家族からの信頼を失
い、施設運営に影響が出る可能性もあります。
利⽤者が安全に過ごせる環境を提供すること
は、施設の最優先事項であり、リスクを未然に
防ぐ努⼒が⽋かせません。

リスクが与える影響



2. リスクの特定と評価



過去の事例の活⽤

リスクの特定において、過去に発⽣したトラブ
ルやヒヤリ・ハット事例を活⽤することは重要
です。例えば、「⾷事介助中にむせるケースが
多い」「転倒が集中するエリアがある」といっ
たデータを分析し、同じ事例を繰り返さないた
めの対策を考えます。過去の事例を職場で共
有することで、リスクへの意識を⾼めるだけで
なく、スタッフ全員が共通の課題に取り組む姿
勢が⽣まれます。

リスクマップの作成

洗い出したリスクをリスクマップとして可視化
することで、優先的に対応すべき領域が明確
になります。例えば、施設内のどのエリアで転
倒事故が多発しているのか、どの時間帯にリ
スクが⾼まるのかを地図や表にまとめます。リ
スクマップを活⽤することで、スタッフ全員が
リスクを具体的に把握でき、⽇々の業務での
注意点が共有されます。視覚化することで対
策を⽴てやすくなり、チーム全体の意識を⾼
める効果があります。

リスクの洗い出し

リスクを防ぐための第⼀歩は、現場で起こりう
るリスクを洗い出すことです。例えば、利⽤者
の転倒、誤薬、感染症、徘徊などの直接的なリ
スクに加え、スタッフの疲労や連携不⾜によ
る間接的なリスクも挙げられます。⽇々の業
務を振り返り、「どの場⾯で何が起こりうるの
か」を具体的に考えることが重要です。全スタ
ッフが参加する形で意⾒を出し合い、リスクリ
ストを作成することで、⾒落としを防ぎます。こ
のプロセスは、現場の課題を共有するきっか
けにもなります。

リスクの特定



職場全体で評価を共有

リスク評価は、チーム全体で共有することが
重要です。例えば、定期的なミーティングでリ
スクの評価結果を発表し、全スタッフが認識
を共有します。共有された情報を基に、全員
が⼀致した⽅向性でリスク対策を実⾏するこ
とが可能になります。また、個々のスタッフが
現場で気づいたリスクを随時報告し、リアル
タイムで評価を更新する仕組みを作ることも
効果的です。

リスクスコアリング

リスクを数値化して評価するリスクスコアリン
グは、具体的で効果的な⽅法です。例えば、
「発⽣頻度（低・中・⾼）」と「影響度（軽度・中
度・重⼤）」を組み合わせてスコアを算出しま
す。このスコアを基に、対策の必要性が⾼いリ
スクを特定できます。スコアリングを導⼊する
ことで、リスクの評価が客観的になり、スタッフ
間での理解や共有がスムーズになります。

リスクの優先順位をつける

洗い出したリスクすべてに同じ労⼒を割くこ
とは現実的ではありません。そのため、発⽣頻
度と影響度を基にリスクを分類し、対応の優
先順位を決めることが必要です。例えば、発
⽣頻度が⾼く、利⽤者の健康に深刻な影響を
与えるリスク（転倒や誤薬など）は最優先で対
策を⾏います。⼀⽅、発⽣頻度が低いリスク
については、予防策を簡略化するなど、効率
的なリスク管理を⾏います。優先順位を明確
にすることで、リソースの最適な配分が可能に
なります。

リスクの評価



3. リスクを防ぐ対策の実践



ヒヤリ・ハットの活⽤

ヒヤリ・ハット事例は、トラブルを未然に防ぐた
めの貴重な情報源です。例えば、「利⽤者が
転びそうになったが、介助で防げた」といった
事例を記録し、チームで共有することで、類似
の状況に備えることができます。このような事
例は、「どのようにして防げたか」「何がリスク
要因だったか」を具体的に分析し、職場全体
の対策に活かすことが重要です。ヒヤリ・ハッ
トの積極的な活⽤は、トラブルの発⽣率を⼤
幅に減らす効果があります。

感染症予防対策

感染症予防は、利⽤者とスタッフの健康を守
るために⽋かせない取り組みです。例えば、⼿
洗いや消毒の徹底、マスクの適切な着⽤、施
設内の換気など基本的な対策を徹底します。
また、インフルエンザやノロウイルスなどの流
⾏が予測される季節には、利⽤者やスタッフ
に予防接種を推奨し、感染リスクを最⼩限に
抑える努⼒が必要です。さらに、感染症が発
⽣した場合に備えて、迅速な対応マニュアル
を作成しておくことで、拡⼤を防ぐことが可能
です。

利⽤者の安全確認

利⽤者の安全確認は、⽇々のケアの中で最も
重要な対策の⼀つです。例えば、転倒を防ぐ
ためには、利⽤者が使う歩⾏器や⾞椅⼦が適
切に調整されているか、部屋や廊下に障害物
がないかを確認します。また、利⽤者⼀⼈ひと
りの⾝体能⼒や認知状態を把握し、サポート
が必要なタイミングで適切に介助を⾏いま
す。特に、急な体調変化や動きの不安定さに
気づくためには、⽇々の観察⼒が⽋かせませ
ん。安全確認を徹底することで、リスクを未然
に防ぐことができます。

未然防⽌の取り組み



家族や関係者への説明

トラブルが発⽣した際には、利⽤者の家族や
関係者への適切な説明が不可⽋です。例え
ば、転倒事故が起きた場合、「状況」「対応内
容」「現在の状態」について正確に伝え、家族
の不安を軽減することが重要です。また、トラ
ブルの原因や今後の対策についても説明し、
施設としての取り組み姿勢を⺬すことで、家
族との信頼関係を維持できます。家族対応
は、施設の信頼を守るために⽋かせないステ
ップです。

報告と記録の重要性

トラブルが発⽣した際には、迅速かつ正確に
報告と記録を⾏うことが求められます。例え
ば、転倒事故であれば、「何時、どこで、どのよ
うな状況で発⽣したか」を詳細に記録します。
この情報は、再発防⽌策を⽴てるための貴重
な資料となるだけでなく、家族や関係者への
説明にも活⽤されます。また、報告が適切に⾏
われることで、チーム全体が情報を共有し、⼀
貫した対応を取ることが可能になります。

迅速な初期対応

トラブルが発⽣した際の初期対応は、被害を
最⼩限に抑えるために⾮常に重要です。例え
ば、利⽤者が転倒した場合、まずは意識や怪
我の有無を確認し、安全を確保します。その
後、適切な応急処置を⾏い、必要であれば医
療機関への連絡を速やかに⾏います。初期対
応が遅れると、状況が悪化する可能性がある
ため、全スタッフが基本的な対応⼿順を理解
し、即座に⾏動できる体制を整えておくことが
重要です。

トラブル発⽣時の対応



4. チームで進めるリスク管理



ミーティングの重要性

定期的なミーティングは、チームでリスクを共
有し、対策を議論する場として⾮常に有効で
す。例えば、「最近増加しているヒヤリ・ハット
事例を分析し、対応策を考える」といったテー
マで話し合うことで、全スタッフがリスク意識
を⾼められます。また、ミーティングは情報共
有だけでなく、成功事例を共有する場としても
活⽤できます。職場全体でリスク管理の意識
を統⼀するために、定期的なミーティングを⾏
うことが重要です。

ICTの活⽤

ICT（情報通信技術）は、介護現場でのリスク
管理を効率化する強⼒なツールです。例え
ば、タブレットやクラウドシステムを活⽤すれ
ば、利⽤者の状態やケア記録をリアルタイム
で共有できます。また、アラート機能を活⽤す
ることで、転倒リスクの⾼い利⽤者や緊急対
応が必要なケースをスタッフ全員に迅速に通
知できます。ICTの導⼊により、情報伝達ミス
を減らし、チーム全体でリスクに対応する体制
を整えることが可能です。

申し送りの⼯夫

申し送りは、介護現場でのリスクを最⼩限に
するための重要な情報共有⼿段です。例え
ば、利⽤者の体調変化や気になる⾏動につい
て、具体的かつ簡潔に伝えることがポイントで
す。効率的な申し送りを⾏うためには、「いつ、
何が、どのように起きたか」を時系列で整理し
て伝える⼯夫が役⽴ちます。また、⼝頭での申
し送りだけでなく、記録ツールやホワイトボー
ドを活⽤することで、全スタッフが情報を共有
しやすくなります。申し送りの質を⾼めること
が、トラブル防⽌の第⼀歩です。

情報共有の強化



リーダーシップの発揮

リスク管理を進める際には、リーダーが中⼼と
なってチームを引っ張ることが重要です。リー
ダーは、現場の状況を把握し、適切な判断を
下すだけでなく、スタッフ⼀⼈ひとりの意⾒を
尊重しながら改善を進めます。また、リーダー
が率先してリスク管理の実践を⾏うことで、他
のスタッフが安⼼して同じ⽅向性で取り組む
ことができます。リーダーシップの発揮が、職
場全体のリスク管理体制を強化します。

スタッフ教育の充実

スタッフ全員がリスク管理に対する知識と意
識を持つためには、教育の充実が必要です。
例えば、新⼈研修で「リスクとは何か」「ヒヤリ・
ハット事例の記録⽅法」などを学ぶ機会を設
けます。また、定期的な勉強会や外部講師を
招いた研修を通じて、最新のリスク管理技術
や知識を共有することも効果的です。教育を
通じて、全スタッフがリスクを予測し、適切に
対応するスキルを⾝につけることができます。

役割分担の明確化

リスク管理をチームで進めるためには、各スタ
ッフの役割を明確にすることが⽋かせませ
ん。例えば、「記録担当」「安全確認担当」「感
染対策担当」など、具体的な分担を⾏うこと
で、誰がどの業務を責任を持って⾏うかが明
確になります。役割分担を明確にすることで、
業務の重複や漏れが防げ、効率的なリスク管
理が可能となります。また、定期的に役割を⾒
直すことで、スタッフのスキルや状況に合わ
せた柔軟な対応ができます。

チーム⼒を⾼める



5. 継続的な改善と
　未来への取り組み



フィードバックの徹底

トラブルが発⽣した際には、その事例をチーム
全体で共有し、次に活かすためのフィードバッ
クを⾏います。例えば、転倒事故が発⽣した
場合、「どのような状況で起きたのか」「どう対
応すれば防げたのか」を具体的に分析し、全
スタッフに伝えます。このようなフィードバック
を定期的に⾏うことで、同じミスを繰り返さな
いための学びが職場全体に浸透します。

定期的なレビューの実施

リスク管理の取り組みを定期的にレビューす
ることは、改善を継続する上で⽋かせません。
例えば、⽉に⼀度、全スタッフが集まり、ヒヤ
リ・ハット事例やトラブルの振り返りを⾏いま
す。この場で、現場での気づきや提案を共有
することで、職場全体でリスクに対する意識を
⾼められます。また、過去の取り組みが⼗分に
効果を発揮しているかを評価し、必要に応じ
て新たな対策を講じることも重要です。

PDCAサイクルの活⽤

PDCAサイクルは、リスク管理を継続的に改
善するための基本的なプロセスです。「計画
（Plan）」では、リスクを洗い出し、具体的な対
策を策定します。「実⾏（Do）」では、その計画
を現場で試験的に実践します 。 「評価
（Check）」では、実⾏結果を振り返り、効果
や課題を分析します。そして「改善（Act）」で
は、評価結果を基に計画を改良し、再度サイ
クルを回します。このプロセスを繰り返すこと
で、リスク管理体制をより強固にしていくこと
が可能です。

リスク管理の
改善サイクル



職場全体で安全⽂化を育てる

リスクを正しく理解し、全員で取り組む「安全
⽂化」を職場全体に醸成することが重要で
す。例えば、ヒヤリ・ハットの共有や、トラブル
対応を前向きに捉える仕組みを作ることで、
スタッフが積極的にリスク管理に関わるよう
になります。また、⽇々の⼩さな成功を共有し、
「私たちは安全な職場を作っている」という意
識を持つことが、職場のモチベーション向上
にも繋がります。

地域との連携強化

リスク管理を施設内だけでなく、地域全体で
取り組むことは、より安全な介護環境を作るた
めに重要です。例えば、地域包括ケアシステ
ムを活⽤し、医療機関や地域の⽀援団体と連
携することで、施設外でのリスクも管理しやす
くなります。また、地域住⺠やボランティアとの
交流を通じて、利⽤者が孤⽴しない環境を作
ることもリスク低減に繋がります。地域全体で
⽀えるリスク管理が、新しい介護の形を構築
します。

最新技術の導⼊

最新技術の導⼊は、リスク管理を⼤幅に効率
化し、安全性を⾼める鍵となります。例えば、
⾒守りセンサーやAIカメラは、利⽤者の異常
⾏動や転倒リスクを事前に察知し、スタッフに
通知することが可能です。また、記録管理に
ICTを活⽤することで、リアルタイムでの情報
共有が実現し、リスクに迅速に対応できます。
これらの技術を積極的に取り⼊れることで、利
⽤者とスタッフの両⽅にとって安全な環境が
作られます。

安全な介護現場の
未来



1. リスクマネジメントの重要性
　　• リスクマネジメントは、利⽤者の安全を守り、施設全体を保護するために　　
　　　　⽋かせない取り組み。
　　•　 リスクを特定し、未然に防ぐプロセスをチーム全体で⾏うことが重要。
　　• トラブルが与える影響を理解し、迅速な対応で被害を最⼩限に抑える。

2. リスクの特定と評価
　　• ⽇常業務の中からリスクを洗い出し、リスクマップや過去の事例を活⽤する。
　　• リスクを発⽣頻度と影響度で評価し、優先順位を明確にする。
　　• チーム全体でリスクを共有し、対応策を協⼒して進める。

3. リスクを防ぐための具体策
　　• 利⽤者の安全確認や感染症対策を徹底することで、未然にトラブルを防ぐ。
　　• ヒヤリ・ハット事例を活⽤し、トラブルの再発防⽌に努める。
　　• トラブル発⽣時には迅速な対応と正確な報告・記録を⾏い、家族との
　　　　信頼関係を守る。

4. チームで進めるリスク管理
　　• 申し送りやICTを活⽤した情報共有で、リスク管理を効率化する。
　　• スタッフ教育や役割分担の明確化により、リスクへの対応⼒を向上させる。
　　• リーダーシップを発揮し、職場全体でリスク管理に取り組む体制を整える。

5. 継続的な改善と未来への取り組み
　　• PDCAサイクルを活⽤して、リスク管理を継続的に改善する。
　　• 最新技術や地域との連携を取り⼊れ、リスクを最⼩限に抑える環境を作る。
　　• 職場全体で「安全⽂化」を育て、スタッフ⼀⼈ひとりが主体的にリスク管理を
　　　　実践する。

研修まとめ

介護現場での

トラブルを防ぐ

リスクマネジメント



最後に

リスクマネジメントは、個⼈ではなくチーム全体で
取り組むことが成功の鍵です。
⽇々の⼩さな⼯夫と協⼒が、利⽤者とスタッフにとって
安全で安⼼な環境を作ります。
「未然に防ぐ意識」を持ち、皆でより良い職場を
築いていきましょう！


